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１流域の概要

○阿武隈川圏域は宮城県の白石市、角田市、大河原町、柴田町、丸森町に位置
し、一級河川阿武隈川水系に属する圏域である。圏域の面積は約294km2、河
川数は14河川、知事管理区間の総延長は約87.3kmとなっている。

○尾袋川は、高倉川と雑魚橋川を合流して阿武隈川へと合流している。流域面
積70.3km2、管理延長9.6kmの内水河川である。流域は低平地であるため、洪
水時には阿武隈川の水位上昇に伴い自然排水が困難となる。そのため、国
営かんがい排水事業により、江尻排水機場が設置されている。

〇小田川は、丸森町大張大蔵地内に源を発し、角田市の南端を東流し、同市中
島地内にて阿武隈川に合流する。阿武隈川の左支川であり、流域面積
15.8km2、管理延長12.5kmの小河川である。

尾袋川流域（国土地理院Globe）
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２指定要件① 都市部を流れる河川
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市街化区域等（家屋が連坦した地域の中心部や役場の立地す
る地域を含む）の人口・資産が集積した区域を流れる河川・尾袋川、小田川は市街化区域を流れている河川である。

尾袋川、小田川流域内の
都市計画区域指定状況
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２指定要件② 著しい浸水被害が発生する、またはそのおそれがある河川
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・水防法第14条第2項に該当する洪水浸水想定区域について、尾袋川および支川の高倉川、

雑魚橋川では、令和４年３月に想定最大規模の洪水浸水想定区域図が公表されている。

水防法第14条第1項及び第2項の各号に
該当する洪水浸水想定区域の指定対象
河川



２指定要件② 著しい浸水被害が発生する、またはそのおそれがある河川
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・水防法第14条第2項に該当する洪水浸水想定区域について、小田川では、令和元年５月に

想定最大規模の洪水浸水想定区域図が公表されている。

洪水浸水想定区域の指定対象河川

(水防法第14条第2項に該当)

水系 対象河川 関係市町村

阿武隈川 小田川
角田市
丸森町

小田川

角田駅

横倉駅

北丸森駅

小田川の氾濫流は標高が低い北側に拡散するた

め、尾袋川の氾濫域と重なる。

南角田駅

雑魚橋川

高倉川

尾袋川

水防法第14条第1項及び第2項の各号に
該当する洪水浸水想定区域の指定対象
河川
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接続する河川からのバックウォーターや接続する河川
への排水制限が想定される河川

 尾袋川の流域は低平地であるため、洪水時には阿武隈川の水位上昇に伴い自然排水が困難となるため、江尻排水機場が設置されている。令和元

年東日本台風時は、江尻排水機場の機械排水が約3.7日間（89時間）にわたり、排水制限が発生した。また、江尻排水機場の能力を超える降雨によ

る浸水被害や、バックウォーターによる尾袋川合流部の浸水被害が発生している

 小田川には阿武隈川の洪水が逆流することを防止するために小田川水門が設置されている。令和元年東日本台風時は、阿武隈川の水位上昇に

伴う小田川水門閉扉操作により小田川の排水困難が生じている。 。

阿
武
隈
川→

尾
袋
川→

江尻排水機場

尾袋川流域 段彩図

小田川水門

２指定要件③ 接続する河川の状況



6

接続する河川からのバックウォーターや接続する河川
への排水制限が想定される河川

阿武隈川→ ●江尻排水機場

●小田川水門

江尻排水機場●

●小田川水門

尾袋川流域

小田川流域

江尻排水機場●

●小田川水門

令和元年東日本台風 斜め写真

令和元年東日本台風 特定都市河川流域図および浸水実績図

令和元年東日本台風 衛星写真

 尾袋川の流域は低平地であるため、洪水時には阿武隈川の水位上昇に伴い自然排水が困難となるため、江尻排水機場が設置されている。令和元

年東日本台風時は、江尻排水機場の機械排水が約3.7日間（89時間）にわたり、排水制限が発生した。また、江尻排水機場の能力を超える降雨によ

る浸水被害や、バックウォーターによる尾袋川合流部の浸水被害が発生している

 小田川には阿武隈川の洪水が逆流することを防止するために小田川水門が設置されている。令和元年東日本台風時は、阿武隈川の水位上昇に

伴う小田川水門閉扉操作により小田川の排水困難が生じている。 。

２指定要件③ 接続する河川の状況



凡 例

指定を行おうとする河川（県管理）

指定を行おうとする河川の流域（尾袋川）

指定を行おうとする河川の流域（小田川）

行政界

３特定都市河川流域
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河川区間：阿武隈川水系尾袋川、小田川等の計４河川
流域面積：約８７km2

（白石市の一部、角田市の一部、大河原町の一部、柴田町の一部、丸森町の一部）



議事
・特定都市河川流域指定範囲について
・流域治水の取組
・雨水浸透阻害行為
・ロードマップについて

議事
・特定都市河川指定制度の概要、県内の先
行事例について
・流域治水の取組事例
・特定都市河川流域の素案
・ロードマップについて

第１回

日時 令和5年3月20日
場所 あぶくま川水系角田地区土地改良区
出席

• 角田市（農林振興課、都市整備課、防災安
全課、上下水道事務所）

• 丸森町（農林課、建設課）
• あぶくま川水系角田地区土地改良区
• 東北農政局阿武隈土地改良調査管理事務所
• 国土交通省仙台河川国道事務所
• 宮城県（河川課、農村振興課、大河原土木

事務所、大河原地方振興事務所）
議事
・尾袋川・小田川流域水害対策準備会の設
立について

・特定都市河川指定について
・流域水害対策計画の手続きについて

 尾袋川・小田川の特定都市河川指定に
向け、関係者が連携し取り組んでいくこ
とについて、共通の理解を得た。

日時 令和5年7月5日
場所 角田自治センター （角田駅２階）
出席

• 白石市（危機管理課、建設課）
• 角田市（農林振興課、都市整備課、防災安

全課、上下水道事務所）
• 大河原町（総務課）
• 柴田町（総務課、農政課、都市建設課、上

下水道課）
• 丸森町（総務課、農林課、建設課）
• あぶくま川水系角田地区土地改良区
• 東北農政局阿武隈土地改良調査管理事務所
• 国土交通省仙台河川国道事務所
• 宮城県（河川課、農村振興課、道路課、大

河原土木事務所）

 尾袋川・小田川について、特定都市河川
指定を行うことについて合意を得た。

日時 令和5年9月6日
場所 角田自治センター （角田駅２階）
出席

• 白石市（危機管理課、建設課）
• 角田市（農林振興課、都市整備課、防災安

全課、上下水道事務所）
• 大河原町（総務課、地域整備課）
• 丸森町（総務課、建設課）
• あぶくま川水系角田地区土地改良区
• 東北農政局阿武隈土地改良調査管理事務所
• 国土交通省仙台河川国道事務所
• 宮城県（河川課、農村振興課、道路課、大

河原土木事務所）

 指定流域、流域治水の取組メニュー、
雨水浸透阻害行為、指定に向けたロ
ードマップなどについて関係者と共有
した。

▶当日の様子

▶当日の様子

第２回 第３回 第４回

日時 令和5年12月25日
場所 角田自治センター （角田駅２階）
出席

• 白石市（危機管理課、建設課）
• 角田市（農林振興課、都市整備課、防災安

全課、上下水道事務所）
• 大河原町（総務課、地域整備課）
• 柴田町（総務課）
• 丸森町（総務課、建設課）
• あぶくま川水系角田地区土地改良区
• 東北農政局阿武隈土地改良調査管理事務所
• 国土交通省仙台河川国道事務所（流域治水

課、角田出張所）
• 宮城県（河川課、農村振興課、道路課、大

河原土木事務所）
議事
・特定都市河川指定、雨水
浸透阻害行為について
・流域水害対策計画の概要
について ▶当日の様子

 指定概要、スケジュール、雨水浸透
阻害行為、流域水害対策計画の概
要などについて関係者と共有した。

４尾袋川・小田川流域水害対策準備会 開催概要

第５回

日時 令和6年1月17日
場所 角田自治センター （角田駅２階）
出席

• 白石市長
• 角田市長
• 大河原町 副町長
• 柴田町 副町長
• 丸森町長
• あぶくま川水系角田地区土地改良区 理事長
• 東北農政局阿武隈土地改良調査管理事務所 角田支所長
• 国土交通省仙台河川国道事務所長
• 宮城県土木部 副部長

 特定都市河川指定に向けて、法定手続きを進めていくことについてあらためて合意を得た。

議事
・流域治水の推進と特定都市河川指定について
・雨水浸透阻害行為について
・指定、雨水浸透阻害行為に係る周知広報について

▲当日の様子 ▲白石市 山田市長 ▲角田市 黒須市長 ▲丸森町 保科町長 河北新報掲載
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５ 特定都市河川指定スケジュール［阿武隈川水系尾袋川・小田川］

※基準降雨：雨水浸透阻害行為に関する対策工事の技術的基準となる降雨 9

想定月日
（実施済み含む） 尾袋川・小田川 （知事指定／大臣同意）

R5.3.20 尾袋川・小田川流域水害対策準備会設置（第１回）

R6.1.17 市町同意（第５回準備会）

尾袋川・小田川流域水害対策準備会（第２回～第４回）

本省事前協議 完了

特定都市河川指定にあたっての法定意見聴取開始・記者発表（宮城県）R6.1.19

法定意見聴取（宮城県→流域市町村）
基準降雨意見聴取（宮城県→河川管理者・下水道管理者）

R6.1.19～

大臣同意（国→県）

指定に関する同意協議（県→国）R6.2中旬

R6.3.中旬

R6.3末 特定都市河川指定に係る記者発表（宮城県）

R6.3末
（想定）

特定都市河川指定・基準降雨公示

R6.4以降
流域水害対策協議会（設立）

流域水害対策計画策定に向けた検討開始

R5.7～R5.12

R6.1.17時点



「流域治水」の本格的な実践に向けた「阿武隈川水系尾袋川・小田川等」の特定都市河川への指定

河川の整備のみでは早期の浸水被害解消が困難であり、
特定都市河川の指定により、「流域治水」を本格的に実践

① 尾袋川は、洪水時には阿武隈川の水位上昇に伴い自然排水が困難となるため、
江尻排水機場が設置されている。令和元年東日本台風時は排水機場がフル稼
働していたにも関わらず、機場の能力を超える降雨による排水困難や、バックウォー
ターによる尾袋川合流部の浸水被害が発生している。

② 小田川は、阿武隈川の洪水が逆流することを防止するために小田川水門が設置さ
れている。令和元年東日本台風時は、阿武隈川の水位上昇に伴う小田川水門
閉扉により小田川の排水困難が生じている。

令和元年東日本台風による浸水状況

R1.10

R3.2
R5.3
R6.1

尾袋川・小田川流域の特徴 近年の水害、気候変動による激甚化・頻発化を踏まえた「流域治水」の取組強化

〇河川区間：阿武隈川水系尾袋川、小田川等の計4河川

〇流域面積：８７㎞2

（白石市の一部、角田市の一部、大河原町の一部、柴田町の一部、丸森町の一部）

ハード整備の加速化

流域一体で多層的な浸水被害防止の取組を推進

流出抑制対策の推進

河川改修

特定都市河川の指定による「流域治水」の本格的実践

第3回流域水害対策準備会
（R5.9.6）

令和元年東日本台風により、堤防決壊や越水等に
より、尾袋川・小田川沿川では約435戸、
約9,200haが浸水する甚大な被害が発生

• 尾袋川、小田川は低平地を流下する勾配の緩い河川のため、洪水時には阿武隈川の水
位上昇に伴い自然排水が困難。

• 沿川に、角田市等の市街地があり、人口・資産が集積。

① ② ②

名取川・阿武隈川流域治水プロジェクト策定・公表
尾袋川・小田川流域水害対策準備会を設立
特定都市河川指定に向けて関係者間で合意

第2回流域水害対策準備会
（R5.7.5）

○ため池、田んぼダム等の雨水貯留機能の保全・拡充

○流域水害対策計画に基づく雨水貯留浸透施設
整備への、予算・税制等の支援

○貯留機能保全区域の指定による貯留機能を有
する土地への盛土等に対する勧告

特定都市河川流域全体の取組により、早期に治水安全度向上を図る
※具体的な対策内容については、今後の調査、検討等により変更となる場合がある。

二線堤の整備 越水対策

○ 流域水害対策計画を早期に策定し、事業を
計画的かつ集中的に実施

○流出雨水量を現在よりも増加させる行為への
対策を義務付け（雨水浸透阻害行為の許可）

開発等に伴う雨水流出増への対策の義務化

〇協議会等を通じた事業推進課題等の共有及び問題解決・合意形成の推進 等

あらゆる関係者が連携した施設整備

貯留機能を有する土地の保全等・河川改修、堤防強化
・越水対策
二線堤の整備、止水壁設置

・内水浸水に対する排水能力の強化
排水機場の整備・機能強化
雨水貯留施設の整備

・道路の嵩上げ
・排水路の改修・整備

R6.3以降 尾袋川・小田川等の特定都市河川指定

2015371hi
タイプライターテキスト
10
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７ 雨水浸透阻害行為の許可について

宅地等以外の土地で行う一定規模（1,000m2※1)以上の雨水浸透阻害行為（土地からの流出雨水量を増加させるおそれの
ある行為）は都道府県知事等※2の許可が必要

※1 都道府県等の条例で500m2以上1000m2未満とする範囲内で別に定めることができる。
※2 指定都市、中核市、特例市又は都道府県の条例で法第3章に規定された事務処理を行うこととされた市町村の長を含む。

現行（開発行為が必要になる条件及び対策状況）

〇関連法令など：都市計画法、森林法、防災調整池指導要綱など
〇対象エリア：全域
○対象開発面積、対策の考え方 ：各基準による

現行＋特定都市河川浸水被害対策法

○関係法令：特定都市河川浸水被害対策法
〇対象エリア：特定都市河川指定範囲の流域
〇対象開発面積：1,000m2以上（土地形質の変更が有る）
〇対策の考え方：土地形質の変更に伴って排出量が増分について、

対策工事を要する。
※調整池容量計算システムで算出（条件：降雨・面積・土地変化等）

〇対策内容：地下貯留施設、排水性舗装等

指定後

特定都市河川後、即時に施行されるのは
雨水浸透阻害行為の許可のみ

※その他の貯留機能保全区域指定。保全調整池指定などは、
指定後に設置される流域水害対策協議会で検討していく。
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